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富
田
城
跡
整
備
事
業
の
第
一
期
工
事
が
終
わ
り
、

11
月
中
に
は
月
山
山
頂
に
登
城
で
き
ま
す

現
在
進
め
て
い
る
月
山
富
田
城
整
備
・
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
・
新
庁
舎
建
設
事
業
は

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
定
期
的
に
事
業
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
る
こ
の
特
集
で
は
、

現
在
の
様
子
や
今
後
の
予
定
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

間
も
な
く
登
城
が
可
能
に

富
田
城
跡
整
備
事
業

　

昨
年
末
か
ら
山
頂
部
分
と
七
曲
り

部
分
の
木
々
の
伐
採
等
を
進
め
て
き

た
第
一
期
工
事
は
、
間
も
な
く
完
了

し
ま
す
。
予
定
で
は
11
月
下
旬
か

ら
、
皆
さ
ん
に
も
山
頂
に
立
っ
て
古

い
に
し
え

の
眺
め
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
木
々
に
埋
も
れ
て
確
認

が
難
し
か
っ
た
三
の
丸
か
ら
本
丸
に

か
け
て
の
防
御
施
設
の
様
子
が
よ
く

分
か
り
ま
す
。
西
に
突
き
出
し
た
よ

う
に
築
か
れ
た
「
西
袖
ケ
平
」、
七

曲
り
付
近
に
設
け
ら
れ
た
曲く
る
わ輪

群
な

ど
、
難
攻
の
城
の
一
端
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
整
備
事

業
に
よ
っ
て
、
戦
う
た
め
に
築
城
さ

れ
た
富
田
城
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
登
城
可
能
な
時
期
は
、

行
政
告
知
端
末
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

第
二
期
工
事
は
千
畳
平
、

馬
乗
馬
場
付
近
を
整
備
し
ま
す

　

引
き
続
き
進
め
る
第
二
期
工
事
で

は
、
麓

ふ
も
と

部
分
の
曲
輪
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。
千
畳
平
の
大
石
垣
周
辺

で
は
石
垣
の
補
修
や
木
の
伐
採
を
、

ま
た
、「
馬う

ま
の
り
ば
ば

乗
馬
場
」
で
は
曲
輪
の

様
子
が
分
か
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
時
期
に
よ
っ
て
は
工

事
車
両
の
進
入
の
必
要
が
あ
り
、
千

畳
平
、
太
鼓
壇
の
立
ち
入
り
を
部
分

的
に
禁
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

安
全
を
確
保
し
て
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　山頂の木々が伐採され、月山の様子が刻々
と変化してきたのを毎日、見ながら当時の山
城はこういう姿だったんだという思いを巡ら
せていました。七曲りも露わになり、険しい
斜面であることがよくわかります。実際に
登ってみれば、難攻不落の山城であることを
より一層、体験することができますね。
　今後は、見晴らしの良い山頂に立つことが
できるという PR をするとともに、案内板や
休憩所などの受け入れ体制を整備していく必
要があると思います。

史
跡
富
田
城
跡
整
備
事
業

  

 

シリーズ②

月山富田城整備を
　支援する会代表
　　平原金造さん

▲２期工事の範囲。木々の伐採や石垣の補修
など、千畳平、馬乗馬場付近を整備します。

歴史資料館

千畳平

大鼓壇

奥書院

馬乗馬場
広瀬絣センター

工事範囲第２期工事の範囲
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　十神小学校の３年生 54 人が９月 26 日、建設中の新
安来庁舎を見学しました。社会科の授業の一環として
訪れたもので、現場の担当者から工事概要の説明を受
けた後、ヘルメットを着用して、槌音が響く建設現場
の１階部分に入りました。
　渡部紗

さ な

菜さんは「少し怖かったけど、工事中の建物
に入ることができてよかったです。登下校中にいつも
見ていたので、気になっていました。完成したらまた、
見にきたい」と話してくれました。

建設現場は身近な教材

４
階
ま
で
の
鉄
骨
が
組
み
終
わ
り

30
ｍ
弱
の
高
さ
に
な
り
ま
し
た

　

開
館
ま
で
一
年
と
な
っ
た
総
合
文

化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」。
建
物

全
体
を
工
事
用
足
場
が
覆
い
、
そ
の

大
き
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
現
在
の
躯く
た
い体
（
建
物
の
骨
組
み
）

工
事
は
７
割
の
進
捗
状
況
で
す
。
一

階
部
分
の
仕
上
げ
工
事
に
も
着
手
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
工
事
現

場
代
理
人
の
池
上
信
太
郎
さ
ん
（
鴻

池
・
平
井
建
設
特
別
共
同
企
業
体
）。

「
年
内
に
は
建
物
全
体
に
屋
根
が
か

か
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

　

建
築
工
事
全
体
で
は
９
月
末
現

在
、
43
％
の
工
程
が
完
了
し
、
順
調

に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
大
型
ク

レ
ー
ン
に
よ
っ
て
大
ホ
ー
ル
の
真
上

に
な
る
４
階
部
分
の
鉄
骨
も
組
ま

れ
、
完
成
時
の
高
さ
29
・
９
ｍ
の
姿

を
遠
く
か
ら
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
は
山
陰
自
動
車

道
沿
い
に
建
つ
の
で
、
高
速
を
走
行

中
に
現
場
を
見
る
と
そ
の
大
き
さ
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。
完
成
後
も
こ
の

立
地
が
、
松
江
市
や
米
子
市
な
ど
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
安
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
、
側
道
を

使
っ
て
約
５
分
で
到
着
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ホ
ー
ル
は
大
小
２
つ

用
途
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ま
す

　
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
に
は
１
０
０
８

人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
と
、
３
０
０
人

収
容
の
小
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
ホ
ー
ル
内
全
体
に
足
場
が
組
ま

れ
、
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
大
ホ
ー
ル
で
は
、

階
段
状
の
客
席
部
分
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
上
に

は
、
２
階
客
席
も
つ
く
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
旧
市
民
会
館
と
は
違

い
、
舞
台
か
ら
の
距
離
が
近
く
な
る

の
で
、
２
階
席
で
も
視
界
が
十
分
に

確
保
さ
れ
た
ホ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
小
ホ
ー
ル
は
多
目
的
に
使

え
る
よ
う
床
面
は
平
ら
で
、
客
席
も

可
動
式
に
な
り
ま
す
。
小
学
校
の

プ
ー
ル
程
度
の
広
さ
と
な
る
空
間

は
、
使
い
勝
手
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

観
客
と
の
距
離
も
近
い
の
で
、
ア
イ

デ
ア
次
第
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
で

き
ま
す
。

　

開
館
ま
で
約
一
年
と
な
っ
た
総
合

文
化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
は
、

準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

新市庁舎建設事業

（左）大ホールの様
子。収容最大人員は
1,008 人。1・2 階に
客席を分け、舞台ま
での距離をできるだ
け縮めた設計です。
（右）小ホールの様
子。客席は可動式
で床は平ら。パー
ティーや社交ダンス
などにも使える多目
的なホールです。


